
１．研究テーマ  
仲間とのかかわりを重視した学習指導の研究 

組織的な授業改善及び授業力向上をめざし、校内研究の体制の構築によって、 

思考力・判断力・表現力等を育む授業づくり 

 

 

 

 

２. 研究組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3 年】 

 

【2 年】 

 

【1 年】 

学 校 長 

職員会・研修職員会 

企 画 委 員 会 

（校長・教頭・教務主任・研究主任・ 

生徒指導主事・各学年長） 

【チームＡ】 

 数学（     ） 

 

 

 理科（     ） 

 

 

 音楽（     ） 

 

【チームＢ】 

 美術（     ） 

 

 

 数学（     ） 

 

 

 社会（     ） 

 

学年会 

○家庭学習の充実 

○東中タイム 

校内支援委員会 

○特別支援を必要とす

る生徒の指導 

（生活支援・学習支援） 

【学力】 

○授業力の向上 

○事前・事後研修の充実 

○学力分析と課題把握 

○家庭学習の充実 

○津野っ子漢字検定 

【心の教育】 

○道徳教育 

○人権教育 

○仲間づくり 

○Q-Uによる実態把握の分析 

○個人面談週間による実態把握 

○スクールカウンセラーとの連携 

 

【体力・生活】 

○生活アンケートによる基

本的生活習慣の把握 

○生活習慣改善への助言 

○食育 

○体力の向上 

○性教育 

 

【チームＣ】 

 保体（     ） 

 

 

 国語（     ） 

 

 

 英語（     ） 

 



３．研究内容・方法 

研究内容 研究方法 

・各チームで津野町の授業スタンダードについて

特に「課題の設定」「グループ学習」「まとめ」

「振り返り」の徹底を図り、資質能力ベースの

授業づくりに努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各チームで定期的に取組を振り返り、改善策を

検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各チームで各種調査(全国学力・学習状況調査、

高知県学力定着状況調査)の結果について共通理

解し、授業づくりに生かす。 

・各チームで１人１回研究授業(西留先生指導日、津

野町の研究協議会、県指定事業研究発表会を含む)

と、１人4回の公開授業を行う。 

・チーム会で全校研研究授業およびチーム会研究授

業の指導案検討等を行う。 

・毎月、チームごとに授業参観を行う。 

 

・指導案検討ではカリキュラム表や本年度作成した

指導案検討会資料を用いて、資質能力ベースの話

し合いをする。また、事後研においても出された

意見を重点的に育成をめざす４つの資質・能力に

グルーピングし、整理する。 

 

・年度当初の研修職員会において、授業スタンダー

ドおよびチーム会の運営等、研究の進め方を周知

する。 

・参観授業、事後研の課題、改善策をもとに月ごと

に総括、次の月の重点目標を設定し、学力部会で

共有する。 

・毎学期、チームごとに総括をし、改善策を検討し、

研修職員会において全体で共有する。 

・年度末に、チームごとに総括をし、改善策を検討

し、研修職員会において全体で共有する。 

 

・各種調査について、教科担当が中心となって結果

についての分析をし、それを研修職員会において

全教職員で共有する。 

※週1回時間割の中にチーム会を組み込む 

 

４．検証計画 

指標・検証方法 達成目標 時期 

学習状況アンケート 肯定的意見 全項目９０％以上 

H30年 

5月・10月 

・2月 

高知県学力定着状況調査 １、２年全教科県平均＋５ポイント以上 H31年1月 

 


